
R7年度
ＡＩオンデマンド乗合交通「mobi」

実績報告書

Community Mobility 株式会社



対KPI値サマリ

（１）ひと月当たり2,000人の乗車人数の達成
（２）相乗り率25％の達成
（３）協賛店舗新規５社の達成
（４）他分野共創を新規2事例の作成

＜2025年度KPI＞
（１）12月実績1,786人（月平均1,551人）

（２）1月実績28.8％（月平均21.3%）

（３）協賛店舗新規１社
（４）2事例（福祉連携）

＜結果:2026年3月31日＞

参考

2

１．利用実績の報告
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電 話 予
約率

予約件数
利用人数

合計
利用人数
（大人）

利用人数
（小児）

利用人数
（幼児）

件数
利用人数

合計
利用人数
（大人）

利用人数
（小児）

利用人数
（幼児）

件数
利用人数

合計
利用人数
（大人）

利用人数
（小児）

利用人数
（幼児）

利用件
数

7月 129 135 134 0 1 1002 1261 1130 80 51 1131 1396 1264 80 52 11%

8月 143 152 152 0 0 1193 1608 1384 95 129 1336 1760 1536 95 129 11%

9月 126 134 134 0 0 1067 1334 1166 73 95 1193 1468 1300 73 95 11%

10月 168 182 182 0 0 1109 1371 1246 62 63 1277 1553 1428 62 63 13%

11月 152 162 161 0 1 1004 1250 1146 40 64 1156 1412 1307 40 65 13%

12月 177 184 184 0 0 1280 1602 1436 55 111 1457 1786 1620 55 111 12%

1月 142 153 150 1 2 1233 1481 1323 45 113 1375 1634 1473 46 115 10%

2月 109 124 124 0 0 1080 1349 1151 56 142 1189 1473 1275 56 142 9%

3月 163 172 172 0 0 1020 1305 1096 65 144 1183 1477 1268 65 144 14%

総計 1309 1398 1393 1 4 9988 12561 11078 571 912 11297 13959 12471 572 916 12%

電話 アプリ 合計

①利用者数、利用方法の状況

利用者数、予約方法と予約件数

○ひと月あたりの利用者が最も多いのは、25年12月の1786名。
○2～3月は利用者が減少したが、運行時間短縮、および3/31での運行終了影響と推察。
○電話予約の利用者数は増加傾向で推移し、2月で一時的に落ち込むが、割合は3月時点で14%（過去最多）となった。

▼月別利用実績表

１．利用実績の報告

運行期間:2025年7月1日～2026年3月31日（運行日数:270日間）
毎日運行 8:00～22:00（運休日:12月31日、1月1～3日）
※ 2/11より 8:00～19:00に運行時間短縮

3

CM社作成資料
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①利用者数、利用方法の状況

利用者数、予約方法と予約件数

○12月以降は最大値60名を記録し、平均約53名で推移。
○12月以降、電話利用者割合は9～14%と月による上下がみられた。

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月前 2月後 3月
件数 4 5 4 5 5 6 5 4 4 5
人数 4 5 4 6 5 6 5 4 5 6
件数 32 38 36 36 33 43 44 43 36 33
人数 41 52 44 44 42 53 53 52 46 42
件数 36 43 40 41 39 49 49 47 40 38
人数 45 57 49 50 47 60 58 56 51 48

電話

アプリ

合計

▼1日当たりの平均予約数

▼電話・アプリの月別予約件数

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
件数 1 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3
人数 1 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3
件数 19 21 25 26 25 28 27 28 29 35 33
人数 28 29 32 35 30 35 33 34 34 40 40
件数 20 23 27 29 28 31 30 31 32 38 36
人数 30 31 34 39 34 38 36 37 37 43 43

電話

アプリ

合計

14 54 71 89 102 104 92 85 87 77 86
222
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電話 アプリ

（参考）R6年度実証データ抜粋

（参考）R6年度実証データ抜粋

１．利用実績の報告

～2/10まで｜2/11～
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②売上状況

利用者数、予約方法と予約件数

○2025年7月1日～2026年3月31日までの約9ヶ月間の総売上は合計3,312,100円。
○1日乗り放題プランは売れ行き伸びず。

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

一時利用 242,400 292,900 254,300 259,400 254,100 270,100 269,200 195,700 231,300 2,269,400

回数券(5) 24,700 30,400 17,100 15,200 15,200 7,600 7,600 7,600 9,500 134,900

回数券(10) 19,900 19,900 10,800 12,700 7,200 18,000 9,100 12,700 0 110,300

1日乗り放題 2,000 0 0 1,000 1,000 2,000 1,000 2,000 0 9,000

定期券 84,000 116,000 84,500 100,000 96,500 111,500 73,000 80,000 43,000 788,500

合計 373,000 459,200 366,700 388,300 374,000 409,200 359,900 298,000 283,800 3,312,100

▼有償利用人数

▼運賃収入

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

一時利用 672 827 690 718 668 724 715 539 647 6,200

回数券(5) 13 15 9 7 8 4 4 4 4 68

回数券(10) 5 5 3 3 2 5 2 3 0 28

1日乗り放題 2 0 0 1 1 2 1 2 0 9

定期券 24 34 25 29 31 34 20 25 14 236

合計 716 881 727 758 710 769 742 573 665 6,541

１．利用実績の報告 CM社作成資料
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③追加乗降場所の利用状況

利用者数、予約方法と予約件数

※電話予約利用の為、ユーザーIDなし（＝UUカウント“ゼロ“）

・薄黄で網掛けは個別のユーザー（＝ユニークユーザー（UU））数が2以上の利用があったWP
・11月以前について、利用状況が変わらないため割愛

１．利用実績の報告

12月
降車
UU数

乗車
UU数

降車人
数

乗車人
数

降車回
数

乗車回
数

※ 013434210.ローソン 鳥取津ノ井店
000000211.山白川改修記念碑反対側
000000212.岡三機材（有）
000000213.橋本260周辺
000000214.古郡家265-2
000000215.Axisバードスタジアム東南側

※ 0※ 07553216.橋本57-1（公民館西側）
000000217.鳥取県農業試験場前
000000218.美和
334535219.古郡家
000000220.団地西（バス停付近）
131313221.東大路
000000222.東大路165

※ 015757223.鳥取福祉会 よねさと保育園
101010224.中大路128
000000225.西大路公民館
000000226.西大路12
000000227.鳥取市 南人権福祉センター
000000228.倉田地区公民館
44813611229.Axisバードスタジアム北西側
141515230.鳥取市米里地区公民館前
000000231.鳥取市米里体育館 駐車場
000000232.久末３２
000000233.倉田保育園前

101630422538合計

1月
降車
UU数

乗車
UU数

降車人
数

乗車人
数

降車回
数

乗車回
数

113333
000000
000000
000000
000000
000000

※ 0※ 05231
000000
000000
111111
000000
000000
000000

※ 025857
000000
000000
010201
000000
000000
232525
122222
304040
000000
000000
81022232020

2月
降車
UU数

乗車
UU数

降車人
数

乗車人
数

降車回
数

乗車回
数

0※00303
000000
0※00201
000000
000000
000000

※006432
000000
000000
124423
000000
020303
000000

※0※06363
000000
000000
000000
000000
010301
202020
000000
000000
000000
000000
3518221316

3月
降車UU
数

乗車UU
数

降車人
数

乗車人
数

降車回
数

乗車回
数

3※05252
000000
000000
000000
000000
000000

※0※05533
000000
000000
000000
000000
020202
000000

※0※09898
000000
000000
000000
103020
000000
2211944
010101
000000
000000
000000
6533272320

CM社作成資料
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①利用時間帯

利用時間帯、相乗り率について

○時間帯は8～9時台、16～18時台の利用が多い。最も多いのは17時台
○最も少ない時間帯は21時台と11時台（※時短以前より少ない傾向）
○曜日別では金曜が最も多く、日曜が最も少ない

▼曜日・時間帯別予約件数 （多い → 赤色／少ない → 青色）

曜日＼

時間帯
8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

日 38 73 48 49 57 55 65 68 51 87 84 50 74 53

月 92 155 57 63 93 73 55 101 124 182 92 97 80 56

火 93 187 67 55 93 43 47 82 145 169 106 83 66 57

水 94 116 66 82 73 48 62 104 140 196 175 94 95 68

木 92 164 85 41 68 45 61 92 165 193 109 74 82 97

金 105 165 69 59 95 66 69 96 171 251 233 119 113 141

土 83 159 112 74 83 78 62 81 78 193 150 86 97 89

▼（参考）R6年度実証データ抜粋（2024年5月～2025年3月末）

○昨年度と比較すると朝の利用ピーク時間が8時台に前倒し
○10～14時の日中帯の利用も増加傾向
○一方で21時台の利用や日曜利用は減少傾向

集計期間:2025年7月1日～2026年3月31日

１．利用実績の報告

合計21201918171615141312111098曜日＼
時間帯

93141545694108718890696638606036日

161846669917320413996961101217193138166月

17315469561822291621111009610792103181189火

17915477842192141731511068810999110141166水

16566799712022371778667789267114139160木

197098791332542402111249210611871100188156金

160077948619520711311210883128919914067土

11297437538585131914391046768659630741529679987940合計

CM社作成資料
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利用時間帯、相乗り率について

②相乗り率

○全体を通じての平均相乗り率は21.3%。12月以降は利用者増となり合わせて相乗り率も高水準で推移。
○2月11日以降の時短運行後の相乗り率が伸びず、全体平均に影響。（※詳細次ページ）
○月毎に相乗り率が変化する理由は不明（※同方向への移動が多く発生することで相乗り率は高くなる）

▼月別相乗り発生予約件数（期間:2025年7月1日～2026年3月31日） ▼（参考）R6年度実証データ抜粋（2024年5月～2025年3月末）

集計期間:2025年7月1日～2026年3月31日

１．利用実績の報告

相乗り率相乗り有り相乗りなし月

17.7%20093107月

20.4%273106308月

21.5%25693709月

20.0%256102110月

18.3%21194511月

23.1%337112012月

28.8%39697901月

24.1%28790202月

16.5%19598803月

21.3%24118886総計

相乗り率相乗り有り相乗りなし月
9.3%222145月

16.1%1105746月
14.2%12173007月
15.6%14075608月
16.4%13971109月
14.2%13883110月
20.9%18871211月
21.1%20375912月
16.5%16583301月
21.0%22484402月
15.5%15785703月
17.0%16077821総計

CM社作成資料
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利用時間帯、相乗り率について（時短前後比較）

②相乗り率

▼月別相乗り発生予約件数（期間:2025年7月1日～2026年2月10日） ▼月別相乗り発生予約件数（期間:2026年2月11日～2026年3月31日）

１．利用実績の報告

相乗り率相乗り有り相乗りなし月
21.5%15456302月
16.5%19598803月
18.4%3491551総計

相乗り率相乗り有り相乗りなし月

17.7%20093107月

20.4%273106308月

21.5%25693709月

20.0%256102110月

18.3%21194511月

23.1%337112012月

28.8%39697901月

28.2%13333902月

21.9%20627335総計

○相乗り率の低下: 18時台に需要が集中したことで相乗り率の向上が期待されるが、実際には21.9%から18.4%へと低下。夕方への駆け込
み需要が発生しているものの、「利用者の向かう方向がバラバラである」など、システムが効率的にマッチング（相乗り）できていない状態が考えられ
る。その為、運行時間短縮によるものとは直接的には結び付けられない。

CM社作成資料
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予約保有数 予約不成立数 車両稼働数

①時間帯別

ノーオファーについて

○車両稼働と予約保有件数がほぼ連動し、効率的な運行ができている
○2/11時短以後、シフト変更に伴い、夕方ピーク時間帯はやや改善
○休憩時間調整により、運行0台にならずに運行ができている
（※19時以降分は時短後の影響を含む）

②曜日別

○ノーオファー率の最大値は金曜で30% 土曜が23%で続く。
○時短後、19時以降でノーオファーが発生していることからその影
響あり。
○他エリアと比較すると数値としては適正値内。利用の集中する時
間帯によっては対応策を検討する必要有

集計期間:2025年7月1日～2026年3月31日

時間帯別平均（7～3月）

10

１．利用実績の報告

63 62 

73 
65 

97 

67 

32 
10 10 13 12 

30 

16 

4 

44 43 
48 

43 
52 

42 

23 

15% 16% 17% 17%

30%

23%

11%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

0

20

40

60

80

100

120

月 火 水 木 金 土 日

曜日別平均（7～3月）

リクエスト No offer 完了 No offer率

CM社作成資料



ノーオファーについて

③時短前後の曜日別比較
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１．利用実績の報告
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▼期間:2025年7月1日～2026年2月10日 ▼期間: 2025年7月1日～2026年3月31日

○曜日別にみると大きな変化はなし（木曜、金曜、日曜は約2ptの上昇がみられる）
○前述の通り、19時以降のノーオファー影響により数値は上振れ傾向
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男性, 

28%

女性, 

72%

性別
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①登録会員数

会員数、利用者属性について

▼会員数（住所登録に“鳥取市”を含むユーザーのみ）

②利用者属性(アクティブユーザー)

○特に変化なし

Ｒ
７
年
度

Ｒ
６
年
度

○3月31日までの累計会員数は1976名で、12～2月で140名増加
○時短の2月11日以降も新規会員数が46名増加
○アクティブユーザー数（実利用者）は時短分が減少したとみえる

※抽出条件:住所登録に鳥取市以外を含む利用者全て

5月 6月 7月 8月 9月

新規登録数 102 65 87 84 49

累計会員数 862 927 1012 1093 1142

退会数 3 0 2 3 0

利用会員数 47 134 153 208 183

（参考）R6年度

集計期間:2025年7月1日～2026年3月31日
※アクティブユーザー数とは、該当月に利用のあった会員数

10月 11月 12月 1月 2月 3月

43 73 65 46 49 29

1185 1258 1323 1369 1416 1445

0 0 0 0 2 0

207 207 244 196 227 233

１．利用実績の報告

10代

12%

20代

5%

30代

22%
40代

21%

50代

20%

60代

11%

70代

4%

80代

3% 90代

1%

年代

▼運行休止期間R7年度

3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

2635587150376484762857新規登録数

197619511916186117901740170416401556148414571452累計会員数

103001004100退会数

204232250333242245257272232－－－UU数

CM社作成資料
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利用状況の評価（CM社）
①利用者数
○8月に夏休み需要等でピーク（1,769人）を迎えた後も、12月（1,786人/過去最高）と高水準を維持。
○想定する要因としては10代（通学・学習塾など）および30～40代（子育て世代）の利用増加が寄与していると捉える。
○特にR7年度は10代の利用が4%→12%へ拡大するなど、若年層の取り込みに成功。
○公共交通の利用総量（バス・タクシー）への効果・影響については、これまでの利用者アンケート等で、バス・タクシーの利用者がとりモビの利用
に置き換わっている可能性もあることが読み取れたが、八坂線と津ノ井倉田循環線の利用者を対象とした追加調査では、バス利用者への影響度
は限定的ということが分かった。

②収支率

○期間総売上は3,312,100円。定期券販売が堅調だったが、1月以降～での買い控えはそこまで大きな影響のない範囲に留まる。
○R6年度の月平均売上（約27.8万円）に対し、R7年度は月平均約36.8万円で、昨対比約132%の増加。
○人件費のみの収支率 令和6年度:15.2％、令和7年度:18.7％

③拡大エリアの利用状況

○ Axisバードスタジアム周辺や米里地区公民館ではコンスタントな利用（月間20回前後）が定着したが、全体的な利用者数としては少ない。

④利用時間帯別の利用状況

○時短後、運行シフトの見直しにより夕方ピーク時間帯のノーオファーが改善傾向。
○時短による影響度は、短縮相応分の利用減少に留まり、大きな影響はないものと捉える。一方で定性面での要望は高い。潜在的ニーズにより
今後も利用増が期待できると言える

１．利用実績の報告 CM社作成資料



配布チラシ（左:表面、右:裏面）

実施概要

・配布期間:2025年7月28日～8月1日
・配布エリア:運行エリア内全戸配布
・配布部数:13,160部

販促制作物（ポスティング1回目）
２．利用者獲得のための販売促進・広報・プロモーション実施
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配布チラシ（左:表面、右:裏面）

実施概要

・配布期間:2026年1月5日～1月9日
・配布エリア:運行エリア内全戸配布
・配布部数:13,160部

販促制作物（ポスティング2回目）
２．利用者獲得のための販売促進・広報・プロモーション実施

15
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説明会開催実績報告

▼回覧板チラシ ▼実施風景（倉田地区公民館）

▼実施風景（米里地区公民館）

実施概要

【米里地区説明会】
開催日:2025/7/3（木）
参加者:地区会⾧、地区住民計６名

関係者:社会福祉協議会３名、
サービスタクシー松浦社⾧、鳥取市２名
内容:実証運行の概要説明、質疑応答、
操作説明

【倉田地区公民館】
開催日:2025/7/2（水）
参加者:

地区会⾧、区⾧、公民館⾧計９名
内容:実証運行の概要説明、質疑応答

地域説明会の実施運営支援
２．利用者獲得のための販売促進・広報・プロモーション実施

16
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実施概要

○吉成 財ノ木サロンにてとりモビ利用説明会の実施
（協力:鳥取市社会福祉協議会）

実施日:2025年12月2日（火）13:30～14:45
参加者9名（内2名は電話予約利用者）→6名がアプリ会員登録

＜説明会開催風景＞

17

説明会開催実績報告 説明会向け動画の制作

○ 簡単操作で使えるとイメージしやすいよう利用事例も含めて制作

地域説明会の実施運営支援
２．利用者獲得のための販売促進・広報・プロモーション実施 CM社作成資料



ロードショー実施運営支援

実施報告

11月3日 実施概要

11月23日 実施概要

【 第48回鳥取市木のまつり への出展 】

開催日時:11/3（月祝）10:00 ～ 15:00
開催場所:鳥取駅北側大通り
対応実績: お声がけ数 約361名 ／ 接客数 223件

（エリア内在住 144名）
新規会員登録数 2件 ／ 既存会員対応数 23件
ポケットティッシュ配布数 約250件（全て）
缶バッヂづくり体験数 約158件

【 鳥取交通フェスタ への出展 】

開催日時:11/23（日）10:00 ～ 14:00
※とりモビ車両展示を実施（12:00～14:00）

開催場所:鳥取鉄道記念公園
対応実績: お声がけ数 約146名

接客数 86件
（運行エリア内在住 46名）
新規会員登録数 3件
既存会員対応数 9件

ポケットティッシュ配布数 約250件（全て）
缶バッヂづくり体験数 約134件（全て）

18

10月10日 実施概要

【 イオン鳥取店開店記念祭 への出展 】

開催日時:10/10（金）9:00 ～ 17:00
（※10/11～13 もパネル展示のみ実施）

開催場所:イオン鳥取店
対応実績: お声がけ数 約250名 ／ 接客数 15件

新規会員登録数 2件
ポケットティッシュ配布数 250件

２．利用者獲得のための販売促進・広報・プロモーション実施 CM社作成資料



10月10日 実施風景 11月3日 実施風景 11月23日 実施風景

ロードショー実施運営支援
２．利用者獲得のための販売促進・広報・プロモーション実施

19
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実施概要

運行エリア内・近隣を含む新規利用者獲得のために、動画広告2種類／静止画広告2種の計4回の配信（Instagram）を行った。
・配信期間:【第１弾】2025年8月1日～2025年8月31日の1ヶ月間 ／ 【第２弾】2025年10月25日～2025年11月24日の1ヶ月間

【第３弾】2025年11月24日～12月23日（予定）の1ヶ月間 ／ 【第4弾】2026年1月
・配信エリア:とりモビ運行エリア中心より半径約4km圏内に拡大（JR鳥取駅北側エリアや千代川向こうも入る）
・配信対象: 【第１、２、４弾】 20～65歳以上の男女、【第3弾】30～40代の男女（子育て世代）

▼第1弾:動画広告（一部抜粋） ▼第2弾:静止画広告

SNS広告（Instagram・Facebook）の制作および配信
２．利用者獲得のための販売促進・広報・プロモーション実施

20

CM社作成資料



実施概要

▼第3弾配信（動画広告一部抜粋）

21

▼第4弾配信（静止画広告）

運行エリア内・近隣を含む新規利用者獲得のために、動画広告2種類／静止画広告2種の計4回の配信（Instagram）を行った。
・配信期間:【第１弾】2025年8月1日～2025年8月31日の1ヶ月間 ／ 【第２弾】2025年10月25日～2025年11月24日の1ヶ月間

【第３弾】2025年11月24日～12月23日（予定）の1ヶ月間 ／ 【第4弾】2026年1月
・配信エリア:とりモビ運行エリア中心より半径約4km圏内に拡大（JR鳥取駅北側エリアや千代川向こうも入る）
・配信対象: 【第１、２、４弾】 20～65歳以上の男女、【第3弾】30～40代の男女（子育て世代）

２．利用者獲得のための販売促進・広報・プロモーション実施

SNS広告（Instagram・Facebook）の制作および配信
CM社作成資料



広報実績について

ラジオ広報（運行開始）（サービスタク
シー・鳥取市）

FM鳥取「深掘り！！シティインフォ
メーション・トーク！！」ラジオ

ラジオ広報（広告募集）（鳥取市）FM鳥取「深掘り！！シティインフォ
メーション・トーク！！」ラジオ

WEB掲載鳥取市公式HPWEB

WEB掲載鳥取県公式HPWEB

コラボ店舗募集に関する記事
https://project.nikkeibp.co.jp/atclppp/P
PP/news/080803933/

日経BP総合研究所WEBサイト「新・公
民連携最前線」WEB

文字画面広告ぴょんぴょんネットテレビ

とりモビの運行とコラボキャンペーンの
紹介（３分間放送）BSS市政番組「鳥取しゃんしゃん祭」テレビ

記者クラブ資料提供記者クラブ資料提供メディア

LINEでの情報配信鳥取市公式LINESNS

Xでの情報配信（運行開始）鳥取県交通トリピーSNS

Xでの情報配信（広告募集）鳥取県交通トリピーSNS

Instagramでの情報配信みんなが乗りたくなる公共交通利用促
進協議会InstagramSNS

Instagramでの情報配信（動画）Instagram広告SNS

とっとり市報7月号への掲載とっとり市報7月号紙面

チラシ封入（広告募集について）商工会議所報10月号紙面

組合回覧板へのチラシ封入（広告募集に
ついて）

鳥取駅前商店街組合紙面

とりモビ周知及び新規会員登録フォローイオン鳥取店周年祭ロード
ショー

とりモビ周知及び簡易アンケート（予
定）木のまつりロード

ショー

とりモビ周知及び簡易アンケート（予
定）交通フェスタロード

ショー

とりモビ運行開始及びエリア拡大につい
て
（地区回覧板でも周知）

倉田地区公民館地元説明

とりモビ運行開始及びエリア拡大につい
て米里地区公民館地元説明

鳥取市職員庁内掲示板での情報提供鳥取市職員庁内掲示板での情報提供その他

鳥取県職員庁内掲示板での情報提供鳥取県職員庁内掲示板での情報提供その他

運行エリア居住者全戸へのチラシポス
ティング（13,000部）

運行エリア居住者全戸へのチラシポス
ティング（13,000部）その他

２．利用者獲得のための販売促進・広報・プロモーション実施
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協賛店舗の募集

３．共創関連事業の実施

商業連携（①協賛店舗募集、②有料広告募集）

実施概要

○アプリ配信実績:8件
（鳥銀、めじろ×2、Makana、丸由、まとめ×3）

○クーポン利用実績:総利用数:37件（前回＋14件）

○事業者間連携による企画・推進:智頭石油との協議調整
昨年度内容の更新と新企画検討

○市民の外出意欲を高め、地域経済の活性化や公共交通利用者の増加や運賃外収入増を目的とし、以下２つの施策を実施。

活動実績サマリ

【連携店舗】10店舗
・丸由百貨店 ・智頭石油CALカーシェア
・ジューススタンドめじろ・ピッツェリアレオーネ
・鳥取シネマ ・ESOLA鳥取駅前店
・S-BODY24 ・たくみ珈琲
・ホテルRESH ・Makana

有料広告の募集
とりモビコラボクーポン(特典)をご提供いただける店舗を募集
し利用者への周知を行う

とりモビ車両内への企業広告掲出やアプリ内での情報配信による企
業PRを行う

【連携企業】１企業
・学校法人 稲葉幼稚園

23

【広報】
○車両内広告掲示:1件
○募集チラシ作成・配布:2600枚
配布先:鳥取商工会会報誌折り込み

新鳥取駅前地区商店街振興組合回覧
〇鳥取市広告事業募集メーリングリストでの情報配信

CM社作成資料



①協賛店舗の募集について

○アプリにおける情報掲載と、お知らせ欄での情報発信イメージは以下の通り
▼とりモビ配車アプリホーム画面での店舗情報掲載 ▼とりモビ配車アプリ お知らせ配信（2025年7月25日配信:鳥取銀行）

３．共創関連事業の実施

商業連携（①協賛店舗募集）

24
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①協賛店舗の募集について

○8回分の送付履歴
▼2026年1月26日配信:Makana▼2025年10月24日配信:めじろ▼2025年9月1日配信:めじろ ▼2026年1月21日配信:丸由百貨店

３．共創関連事業の実施

商業連携（①協賛店舗募集）
CM社作成資料
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①協賛店舗の募集について

○8回分の送付履歴
▼2026年1月29日配信:お出かけ情報vol.1 ▼2026年2月2日配信:お出かけ情報vol.2 ▼2026年2月4日配信:お出かけ情報vol.2

３．共創関連事業の実施

商業連携（①協賛店舗募集）
CM社作成資料
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〇新規協賛店舗募集の営業案内を行う。（新規申込0件／案内11件）
【案内店舗】
・イオン鳥取店
・エスマート末広店、吉成店
・業務スーパー鳥取駅南店
・ドン・キホーテ鳥取本店
・ウェルネス吉成店
・ドラッグストアコスモス吉成店
・ドラッグストアエース興南店
・マルイ宮⾧店
・トライアル叶店
・ローランドマーケット

〇クーポン提供の事例がない、本部判断となり店舗での対応ができない、等の理由で新規申込にはつながらなかった。

〇（参考）マルイ宮⾧店
クーポン連携はできないが、福祉連携の一環として高齢者が来店された際の買い物介助支援は可能と回答が得られた。

②協賛店舗の営業案内について

①協賛店舗の公募について

〇鳥取市公式HPにて、協賛店舗の公募を行う。
（募集期間:8/1～10/31）

〇申込・問い合わせ件数1件（Makana様）

▼鳥取市公式HP掲載内容

３．共創関連事業の実施

商業連携（①協賛店舗募集）
CM社作成資料



①協賛店舗募集について（アンケート取得）

・実施期間:2026年2月5日～2月12日
・ご案内店舗:協賛10店舗
・案内方法:メール／書類郵送

アンケート回答依頼とアプリ配信希望募集案内

実施概要
▼実施アンケート

３．共創関連事業の実施

商業連携（協賛店舗へのヒアリング）

28
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②アンケート結果

３．共創関連事業の実施

商業連携（協賛店舗へのヒアリング）

・回答店舗数:６店舗
・集客ポテンシャルと今後のサービス改善を含めた回答サマリーを記載

【回答サマリ】
●来店実績の確認と改善点
・特典利用は50%の店舗で確認。一定の集客接点を生み出していること
が伺えた。
・総合満足度（平均41.7点）の向上に向け、「来店」を「売上や認知度
アップ」といった具体的な成果に繋げられる「効果測定」と「ノウハウ提供」の
強化が期待される。

●地域社会への貢献意欲の高さ
・協賛店舗すべてが、連携施策に「地域貢献・地域活性化」を期待。
・とりモビの事業目的と店舗側の意向が強く合致した施策と言える。

● データに基づいたマーケティング支援への要望
・有料利用希望と無料利用希望の2極化となった
・6店舗中3店舗は有料化の可能性を検討しており、その許容予算帯は
「500円～1,000円未満がメイン」
・データ分析・デジタルマーケティング分野の課題解決への期待を伺えた。

＜有料でも利用したいツール＞
・「乗車ログを活用した商圏分析レポート」
・「アプリ利用者へのプッシュ通知・メール配信」 29
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②有料広告の募集について

○以下の通り、チラシ制作・配布および車両内広告掲示を実施
▼配布チラシ

配布時期:2025年10月発行の会報誌
配布部数:2600枚
配布先:鳥取商工会会報誌折り込み

▼車両内掲載広告
設置場所:車内チラシラック１か所、座席

カバー3か所（計２台）
設置時期:2025年10月1日～

３．共創関連事業の実施

商業連携（②有料広告募集）

30
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福祉関連事業者との連携企画

福祉連携（①福祉関連事業者との企画検討、②高齢者向け広報活動）

実施概要

○民間福祉施設への連携アプローチ:7施設
チラシ設置可否、利用説明会実施可否の確認をメインとし、
施設毎に連携可能な施策検討も並行して実施。

＜アプローチ施設＞
・シニアステージ幸町 ・シニアステージ幸町南館
・シニアステージ南吉方 ・ラ カーサ ゆくり
・ガーデンこうなん ・樹の郷「にこふふ」
・とっとり福祉マンション雲山

○とっとり社会福祉協議会・包括支援センターと連携した、
高齢者向けの利用促進企画検討会議の実施:3回

○養護老人ホームなごみ苑とのお買い物ツアー企画の実施:2回

○高齢者の外出促進による、地域経済の活性化に加えた住民の健康増進等への寄与を目指し、以下2つの施策を実施。

活動実績サマリ

高齢者を対象とした広報活動
とりモビを活用した地域福祉貢献を目指し
た企画検討とお買い物ツアーの実施

地域の福祉関連事業者や高齢者団体と連携し
た利用説明会や販促物の制作・配布の実施

○倉田地区・米里地区での説明会実施（各1回ずつ）

○高齢者向け利用促進チラシデザインの検討
（鳥取社協、包括支援センターとも協議を進めながら）

○高齢者を対象とする各施設代表者及び地域役員住民の参加する会議体
単位でのとりモビ試乗会実施の検討

○左記７施設へのアプローチ（前述の通り）

３．共創関連事業の実施

31
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○高齢者の外出支援やフレイル予防に向け、
とりモビを活用したお出かけ機会創出の検討

○下記企画案を協議検討

＜説明会開催風景＞

32

社会福祉協議会、包括支援センターとの協議 高齢者向けチラシの制作

○協議の結果、まだまだとりモビに触れる機会が少な
い方と認知しているが利用までのハードルがあること
から、少しでもそのハードルを下げる周知が必要と判
断。右記チラシ作成と説明会実施（別記載）となった。

500部印刷 32ヶ所へ配布

福祉連携（①福祉関連事業者との企画検討、②高齢者向け広報活動）
３．共創関連事業の実施 CM社作成資料



実施概要

想定した課題解決（福祉連携に取組む理由）

事業継続に向けて、利用拡大のみならず地域経済や地域福祉に対
する貢献（移動手段以外の価値の創出）についても効果検証を要
する為、民間事業者（福祉関係者）と連携し乗合交通の活用策を
以下の観点で検証する。
〇 乗合交通の利用拡大につながるか
〇 地域福祉の課題解決に寄与するか
〇 持続可能なスキームか

目的・背景

①運転できない高齢者の潜在的な移動ニーズを想定
②フレイル予防や医療費削減など社会的課題解決への寄与を想定
③福祉施設従業員不足のフォロー（業務分担による効率化など）
④乗合交通の利用閑散時間帯（日中）における、高齢者層の利
用拡充と、福祉施設以外の高齢者に対してもアプローチすることで、
高齢者の意見を聴取

お買い物ツアーの概要

説明会だけで終わらず、今後の利用につながる可能性の高い活用法
を模索し、既に行われている買い物ツアーへのとりモビ活用に至った。

＜第１弾＞
・実施日:2025年8月29日（金）13:50～16:00
・参加人数:7名（なごみ苑入所者5名＋職員2名）
・訪問先:イオン鳥取店、スターバックス鳥取駅店、丸由百貨店

＜第２弾＞
・実施日:2025年9月26日（金）9:45～13:00
・参加人数:7名（なごみ苑入所者2名＋職員2名、一般3名）
・訪問先:美保南公民館（しゃんしゃん体操）、シャミネ鳥取

駅前商店街でランチ（だいぜん）

福祉連携（①福祉関連事業者との企画検討:お買い物ツアーの実施）
３．共創関連事業の実施
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実施風景

福祉連携（①福祉関連事業者との企画検討:お買い物ツアーの実施）
３．共創関連事業の実施
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【利用者】
○高い利用意向があり、外出機会増加による社会参加や地域とのつ
ながりを深めることで、健康への良い影響が期待されている。
○利便性は、好きな時に好きな場所に移動できる便利さと、自家用車・
タクシーと比較し不便という両側面の意見見られた。
○運賃についても安い・高いと両意見の混在がみられる。
○予約操作もスマホでの予約操作に対する一部の不安もあるが、電
話予約可能なら安心という意見がみられた。
○上記課題解決のために、社会参加につながる地域の催し物との連携
や、継続的な利用説明の場を設けるなど体験を伴った利用促進が必要
と考えられる。

【施設職員】
○高齢者の外出機会増加、身体機能の維持、認知症予防、社会参
加、自立支援、QOL向上に貢献する可能性が高いという評価を得ら
れている。
○公共交通機関との料金比較、移動範囲の制限、職員の業務活用
機会の少なさも意見として挙がった。

▼参加者分類（第2弾のみ） ▼参加者年代（第2弾のみ）

▼とりモビ認知度（第1弾） ▼とりモビ認知度（第2弾）

福祉連携（お買い物ツアー参加者へのアンケート調査）
３．共創関連事業の実施
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【その後の利用に関して】
○施設入所者は、とりモビの主な利用目的は通院への移動手段。加えて、入所者のご家族が、面会の際に活用するケースも確認。
○携帯電話の未所持や、出先での公衆電話の不足による出先の病院や施設への予約依頼への心理的抵抗が懸念点として挙がった。
○今後、公的機関や医療機関へのとりモビ利用方法周知と協力体制の強化が必要と考えられる。
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（ネガティブな評価）
〇携帯電話未所持者にとっては、行きでの利用は施設による代理予約で
モビが利用できるが、行先から帰りの移動においてモビの予約ができないため
移動先の公的機関や医療機関などの理解促進や協力体制構築が必要。

〇なごみ苑では、現時点で利用者の送迎は施設保有の車両を使った送迎で
まかなえており福祉施設従業員向けの業務効率化へ作用は少ない。

〇ツアー形式の実施は職員の介助人員を要すること、また費用負担の点で
定着は難しい。 36

①商業連携
店舗数は微増（9→10店舗）クーポン利用は累計37件で、ジューススタンドや百貨店など一部店舗に利用が偏りはあるものの、
協賛店舗向けアンケートでは、一定の集客効果や認知拡大の効果も感じて頂けた。具体的な改善点（データ提供等）も収集することができた。

（１）協賛店舗の募集について
〇店舗側は「地域貢献」への期待が高い一方、具体的な集客効果（クーポン利用数）が伸び悩み、協賛メリットの提示に課題が残った。
外出意欲を高めるという点において低調と伺える。

（２）有料広告の募集について
〇低価格（1,000円～）で募集を実施したが、応募は極めて少なく、媒体としての価値訴求が課題として残った。

②福祉連携

（ポジティブな評価）
○高齢者の外出機会創出とQOL向上に明確に寄与した。
〇アンケートより、高齢者の社会参加促進や地域福祉の課題
解決に貢献できるものと大きな期待があるとの評価をいただいた。

〇ツアー実証実施後、通院を目的としたとりモビの利用につながった。
〇ツアーをきっかけに、施設発のとりモビ利用については施設での
代理予約がはじまり、入居者のとりモビ利用をサポートする形での
連携は定着した。

高齢者施設と連携した「お買い物ツアー」や「説明会」を実施。参加者が実際に通院などで利用を開始するケース（行動変容）が見られたが、
効果としては限定的。複数施設側の連携協力が必要という点も、福祉分野との共創事業として定着させるための課題として明確になった。

３．共創関連事業の実施

商業連携・福祉連携の評価（CM社）
CM社作成資料



とりモビ利用者アンケート結果

アンケート結果サマリ

実施時期:2025年11月21日～12月2日
実施場所:Webアンケート（設問数:31問）
対象者 :とりモビ利用ユーザー
対象者数:1013件配信 ＋ 11月23日イベント会場集客分
回答者数:269名
回答率 :約25％
アンケート内容:とりモビ利用状況、満足度、今後の意向や意見等

【 回答サマリ 】
○利用頻度は「数回程度」（53.4%）が半数超の回答がが中心。最も多
い利用目的は「飲み会」（41.6%）で、通勤（10.4%）、買い物
（8.9%）
○とりモビ運行開始後の、他の交通手段との併用状況は「変わらない」
（20.8%）が最も多い
○総合的な満足度は9割以上（91.1%）と非常に高い
○最も不満が高い項目は「運行開始時間」（9.7%）
○生活への影響は、移動に関する負担軽減（43.9%）が最も大きく、支
出の減少（33.1%）、時間の減少（26.8%）が続き、生活の質向上に
貢献していることが伺える
○とりモビ運行継続希望は9割以上（92.6%）と非常に高く、利用継続
意向（83.6%）と今後の必要性（82.2%）の意見も多数みられる
○その他、運行時間・エリア・台数増、予約・待ち時間の改善要望も挙がった

年代 性別

職業

４．乗合交通利用者の調査及び利用状況の分析と報告 CM社作成資料
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